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奈良

砂7月は差別をなくす強調月間。互いに人権を尊重しましょう。



.7月除差別を忽くす強調月間
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あ
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あ
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取
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岡
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取
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仲
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冒
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潤
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湿
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.7月怯差別を忽くす強調月間
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し
い
肩
関
け
を
祝
う
と
と
も
に
笹

界
遭
産
に
登
百
倍
さ
れ
た
奈
良
の
曾
ぱ
y
bし
さ
を
全
国
そ
し

て
笹
界
へ
発
信
し
よ
う
と
凶
奈
良
青
年
金
援
所
と
柄
忽
ど

が
「
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
2
0
0
0
N
N
A
R
A』

そ
開
き
ま
す
・

劃
立
四
十
周
年
を
迎
え
た
脚
奈
良
育
辱
会
隊
所
と
南
側

芭
一
年
自
の
叉
タ
ト
を
き
っ
た
奈
良
市
が
来
来
ヘ
夢

と
椅
認
を
K
E
し
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
も
玉
コ
と

街
画
し
た
事
業
で
す
・

術
民
の
み
怒
さ
ん
の
箇
力
と
参
加
を
お
願
い
し
季
す
・

~ 

!
!
iした人文

字
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

航空毘公配迎えましょヨ つ(持拡舶は‘

カウン トタウン事業と~

褐代の犬き忽区切りであ

る'lIi1l2000与の甥開ヲとし、
う歴史的瞬間を [5，4， 3 

2， 1， OJと@加者金員で

惨を続効"が§迎えることに

，り斬凶刑判酌の

書ぴを共にヒかち.，おヨとす

る帥百

NARA実行委鋼会

同"月"日吋II1 I日
雀草山と奈良公園符

奈良JC創立紛周年配念カヴノトグウ'"湖'"
(同開会酎問日j

曹l①カウノトグウ，=ミレニアムヨ，<テ ト
ーイプコJ川市民帥による叩

②人文オドイルミゑ シ掴J

剛A~f1'i.ljH沼町 :t ¥' I.Ul t'-t!"るニとによ句 廿.浮かび
上がらせます

③カウントダウンストリ ト
会場・周辺.脅やたを神南し 嘆しく横臥します

!とを1
!ととる1

1金‘I

I内

カウントタウン・2旨のtjポーターと人宣'"ィル三乏 勺司ソ飢参加者事墓鎗

ドヨ
E
H妻
、
も
コ
で

r
tい
随
時
仰
の
、
多
を
』

申し込み
はがjきまたはフ?クン、"で色岡野

氏名守齢性関電衝.ササボ

タ 希匂または人文字待望と嘗い

て間*'脅年金.所(苧"ふ8213Y大
路町36-H長，商工会轟負荷4階 台泌

山"伽13 !lf23 ‘S l ~\ へ。

-活動内密..ポタ ニの.，震の"活動開櫨傘.当日

の運営など1:ti1I)Jしでもらνまれ醐人.

・λ文字イル日ーシヨン "月 3川 ll r;~山に量町
A;trl'tっく q てもら"1"-，酬人

"対象一"耐震以上の人(l8il:f<調の人'"思..の同窓会唱隻}
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7
丹
市
日
か
5
8向
2
日
ほ
固
定
面
産
観
舗
市
計
画
税
(
擁
2
期
分
)

tT 

政

国
外
国
人
目
賃
度
障
書
者
と
高
齢

園
者
へ
の
特
別
輯
付
金
の
支
首

《創
m
聞
人
原
度
同
書
量
へ
の
綿
嫡
誕

m
u
e

i
iること
が
で
き
な

い

話

人

員

富

官

民

し

特

別

給

付

i
f
--

【
対
象
】

身
体
協
宙
青
島
古
手
帳

l
aか
ら
3

包.

1
1
1
1
9年

IR1日現
a-maに
遣
し
陣
符
暑
で

き

1
2
L
主

人

詩

集

と

&

り
ま
ぜ
ん
・

@
生
藷
間
関
穫
を
受
げ
て
い
る
人

②
社
会
緬
催
施
般
に
入
所
し
て
い
る
人

③
年
網
"
万
円
以
土
の
公
的
年
金
を
受
話
し

て
、
る
人
{
年
割
M
万
円
未
畠
聞
の
年
金
を
受

信
し
て
も
る
渇

t
i
s
-

ま
す
)

⑥
前
年
{
平
成
同
年
中
V

の
隣
個
"
が
陣
有
益

聖
書
支
給
停
主
権
額
を
紐
え
て
い
る

人
・
一安
鎗
鼠
】

月
額
2
万
円

一闘
い
倉
ね
包
】

市
役
所
置

'e認
へ
・

《
外
園
入
高
醤
者
へ
の
絡
例
厳
司
盆
V

開
民
年
金
の
給
付
を
受
げ
る
こ
と
が
で
き

t話
人

の

stf
Z骨

i
t
--

【封
劇
一
大
正
目
白写
4
n
l
日
以
前
J
P
生
ま

れ
と
自
人

E
E
R
I
E人・

た
だ
し
、
主
人

;
f
i令

。
生
品
川
雄
信
援
を
受
け
て
L
る
A

め
任
会
価
値
纏
限
10

入
所
し
て
i
u

る
人

⑨
年
鏑
則
。
万
円
以
上
の
公
凶
写
傘
を
A
X
総
L

tる
人

(SM万
円
高
の

E主

総
し
て
、

F
j
i
z
Tれ

ま
す
)

⑥
前
年
(
平
成
町
昌
平
副
叩
)
の
所
得
Mr
老
齢
術

i
z
s
i
f
aえて
い
る

人③
外
閑
人
重
度
陣
容
積
特
別
鉛
付
金
金
受
絶

し
て
も

f

一支
鎗
割
】

月
舗
2
万
円

一問
い
合
わ
匂】

市
役
所
高
倫
者
福
仏
軍
国
へ

一申
し
込
み
一
量
廃
隊
合
智
お
は
市
役
所
厚
生

霞

E
3
2
E量
福
品
け

の
刷
紙
に
次
の
∞
あ
の

-w期
を
付
け
て
申
舗

し

Tだ
き
、

.2
1要
で
す
・

m
M
外
聞
人
m
P
RM
様
量
明
衡
ま
た
は
住
民
事
の

写
し
③

本

人

配
-m宥
お
よ
び
供
養
捜
勝
者
の
w千

百

年

ZEeEでき
る

E

2

2鎗
付
金
受
け
て
い
る
人
に
は

更
覇
市
鶴
・慣
を
逃
句
ま
す
の
で
.
銀
③
を

付
け
て

7
阿古
本
ぎ
で

i
o繍
L
て
〈
だ
き

、.
iu 一
山
身
障
害
者
医
療
柾
医

園
療
費
聖
給
責
措
置
の
車
斬

8R
IE

l

成

i
z
i
i
E
 

が
厳
し
く
切
旬
操
わ
旬
ま
す
・

長

し

い

E
i
7月下
旬

証
明
省
へ

ELl-

2
ら

E
Eに
雪

1
2

i
f帳
1
8
5
1

M

R

A

B
を
縛
っ
て
い
る
人
で
す
・
現
在
」

の
助
成

E
Sけ
て
い
な
い
人
は

Z

裂
で
手

Tfて〈
だ
き
い
・

た
だ

L
i
i
f

医

!
?
i
i生

i
i
i
i
f
 

の
納
期
で
す
・
納
税
協
便
利
で
確
実
窓
口
座
緩
笛
を
詞
周
し
て
く
だ
さ
い
a

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
申
請
や
介
護
椙
談
は

最
寄
り
の
在
宅
介
護
支
媛
セ
ン
タ
ー
へ

舗L-"'-""I川

市
で
は
介
櫨
慢
の
必
要
作
妙
高
齢
者
の
た
め
の
介
護
相
殴
や
必

要
忽
サ
ビ
ス
の
申
請
代
行
な
ど
の
業
務
を
在
宅
介
機
支
援
セ

ン
タ
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

介
理
で
図
っ
て
い
る
人
は
気
軽
に
相
鮫
し
て
く
だ
さ
い
。
電

話
梱
股
だ
げ
で
芯
く
必
要
恕
時
は
勧
間
相
談
も
し
て
い
ま
す
。
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受

げ

て

い

る

人

は

雪
L
ま
せ
ん
・

手
続
き
に
必

E
E
E保険
量
、

印
鑑

j
t
u
i

-'
問
い
合
わ
掌

合
町
役
所
献
金
銀
へ
・

一
病
浸
家
庭
等
児
童
励
金

里

Eで
2
2
2亡く
し
た

義

am敏
宵
修

r備
の
児
童
l
t
破
防
金
が
支
給

i
;だし
Z羅
生
後
3
か
月

以
内
に

E
2た君。
官
1・

ー

一

人

3
R
二
人
以
上

S
E

く
わ

し

く

は

市

草

E空
・

一
児
量
手
当
の
現
且
届

1
2受け
で
い
る
人

;
2

4
2
1
i
i
i
 

あ
ち
ま
す
・

こ

の

聖

書

Zい
婚

A
u
i
t

-
-
E
f
i
k
T
 

去
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
予
ま
だ
の
人
は

入植4コマまんが

日
宇
〈
鍾
倒
し
て
く
ー
さ
も
.

く
わ
し
く
は
市
役
所
児
臣
、

圃
県
住
宅
供
給
公
社
田

園
宅
地
を
分
額
中

「
ゅ
う

Zン
高
岡
』

隔
を
相

ト
白
市
町

-
-
交
週

近
鉄
朱
良

駅
か
ら
パ
ス
ま
と
ま
?
分

.
君

主

F
て

く
わ
し
く
は

市
役
所
住
宅
管
環
慢
へ
・

園
保
聾
者
の
つ
づ
る

園
教
育
作
立
を
募
集

え
〈
愛
し
〈
明
る
い
子
ど
も
の

Eに
つ

い
て
の

2
2厳
E
Z
S象し

ま
す
・Z
E生
以
下
の
子
ど
も
を
号
館

空

'B
専

に

聞

:

喜

Z

生
漏
配
緑
色
ど
で
来
鐙
衰
の
も
の
・
文
壇
は

自
由

'mM帯
。
字
繭
め
原
繍
瑚
催
眠

6
枇

以
内
円
ソ
l
プ
ロ
印
刷
の
場
合
同

MA
‘mM眠

1
行
制
支
字
mm
符
と
し
て
2
ペ
l
γ
以
内

i
z
:
f
f
z
E
 

2
2
S
a
z
-

-
E
1
1
z
i
i
 

へ
・一小

学
間
入
学
前
輔
の
曹
高
間

1
5
1
1入

学
す
る
子
ど
も
の

E
Z
Z配
し
て
い

る
保
提
者
の
え
め
に
教
育
相
畿
を
行
い
ま

す
・と
e

s
H
U
U刷
W
M
m
E
側

V
と
こ

る

中
央
公
民
館

(
上
三
一条
町
)

'
倫
相
殿

内

9
M見
え
に
く
い
聞
こ
え
10

〈
iu

手

草
木
白
鴎
知
恵
づ
き
が
連
れ
て
い
る

E
Zっ
tし
な
い

l
i子
ど

も
と
の
か
か
わ
り
が
持
色
10

〈
iv
な
ど

--

申
し
込
み

:i
rま
で
も

苦

闘

保

E
{
?
?
;
i
i
 

z
i
--
T・
5

聞
は
後
ロ
謹
織
し
虫
ず
・

シリズ7
月
1
日
3
8
月
2
目
下
水
道
事
銭
安
益
者
負
短
金
〔

鯨
1 
期
) 

の
納
期
で
す
a

.鹿市A権周聞筒奪混凪>>び人纏衡葡継車窓.

一
水
直
轟
水
調
査
に

園
協
力
し
て
く
だ
さ
い

1
i
i
f目
f

i
i
i
i・
z
=

R2し
2
?
?
?ゐ

2
2廃の
メ
ー
タ
ー

-st

i
--21
i
 

z-fJ-2gmしま

す
の
で
脅
し
て
〈
だ
さ
い
・

と
を

7

-ii
!
 

j
j
 

i
!
 

8
防
宇
、
午

輔、

I
川
♀

後

5
時

'

弘
、
川
平
也
什
W
上

一

調
査

ag
-E----R「

R
-i
;
!
 

寓
目
東

2
2
1
2平

鍋

平

E
副
大

z
t
zの小

学
校
区

高

い

君

"

;

水

Z
T

対
策
視
(
空
一
同
l
亙
三
O
O
V
へ
・
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児
量
享
当

(
3・
恩
来
鴻
児
対
象
所
樽
鯛
聞
か
お
り
ま
す
)
の
血
甲
欄
俗
世
の
早
俗
に
・
問
い
合
わ
世
陰
市
役
所
児
量
隈
ヘ
・

一自
衛i
;
;
;主
要
JA

ど

iし
ま
す

【

-z-a副
包

厳
重
学
生
一
般
曹
舗
網
学
盆
曹
恨
柵

士
一

一等
纏
・

m
gま
と

e
8月
2
目
、

9
M
m日

防
衛
文
集
俊
学
生
防
衛
劇
科
夫
学
般
参

生
看
昼
間
単
A
豆

と

e
9月
N
白
、
防
月

日
日
一受
駿
餓
国
明
会
】

療
血
中
小
金
・
2
z
-
m
A軍
大
嘘
畑
町

)

と

e
7nHR刷
午
後
1
時

4
時
事
+

伏
見
公
毘
館
事
車
等
級
審

E
治

・
悶

-
T
ム
固
】
と

e
-7H明
日
胸
守
後
1

崎
、

5
時

〈
わ
し
く
は

n
E
2
2
*
E

A'ニムハ
l
五
O
一
玄
)
へ
・

催
し
• 
教
室

-
青
少
年
児
量
会
館

圃

干
却

myeホ汁
街
ニ

oo

-

-
一一
丁
杭
C
↓

E

1
2
2
8
7R昔、

i
H
i
f
F
t
h
n
 

z
q
s圃

'Z
4
?
i写

生
何
人
賞
係
み
揺
.
.
 
報
賓

と
を

7;;7nun
l!

8"幻自
の
毎
週
土

曜
日
・

5
剥

--
定

員

午
前

9
時
平
i
1

日
時
学
園
小
学
2

3
釦
写
生
却
人
・
午
後

ー

?

3

?

本

1
6
2
m人

夏
の
亨
ど
も
祭
。
と

e
?月
M
G
U
側

午
前
9
時

T
ut
:

E
小
学

生
船
人

V
内

am
ゲ
ム
ア
一
一
J
I
シ

E
ン
映
司
ク
ラ
フ
ト

【
，
加
利
一

い
ず
れ
も
傾
倒

η

【取
し
込
ゐ
】

は
が
会
に
喝
g
E
微

鏡

住

所

氏
名

z

i

z

i
い

て

i
i
I
H
-
-可・

多
い
翌
四
は

2
・

園
母
子
福
祉
セ
ン
タ
ー

圃

守
悩

C
西
木
辻
町
一
憲
九

二

四

.

異
丁
一量三

母
子
窓
鹿
の

「夏
体

b
eと
写
の
フ
l
ル

の
・
い
』
と

e
sn8日
州
・
Jq
補
決

行

--
と
と
る

命

auFリ
l
ム
ラ
ン
ド

5
3
l
'S
S
E
t
 

t
j
l
t
F古ゲ
lb
E

員

母
子
家
庭
の

2
2
E
Tで)

劃人

，
，M
樹
齢叩

権

"

'
由
明
し
迅
砂

誌
は
が
き
に
語
母
子
の
氏
名

E

‘
砺
舎
u
?ル
嘗
い
て

7HMm日必
場
で
問

セ
ン
タ
ー
へ

-t
署
員
宅

一
第
四
回
古
市
つ
子
畢

z

i

?

?

i

 

E
担

T
t
z
i
Eと白

?
"
を
め
ざ
し
た

Zの
?

し

て

古

市
男
虫
館
主

主

市

Z
E
書
法
百
A
M

E
軍

E
2
*
?占
と
な
も

7

ど
も
も
ひ
と
つ
に
会
つ
で
、
」
を
メ
シ
チ

ー
マ

4
T
1・

と
奪

7
月
ゆ
目

ω午
前
向
略
字
、
午
後

A
H
u
t
s
-
4
・

i
i
j二

L=oOE
E
e附
E

E

00年会館自主事業広う 1

波春夫

~芸能生活60周年記念~「華員特別仕測

聞奈良市文化仮奥センタ 主催

鰭川幸雄演出
王女メディア

三四耐回年前の"月 10日欄台間み

その後 テイテクか§敵手デピュ .テイデク"

奈自が発得の地であり書 庫乞這"周年いわ g週

Eにあたる.念，べを日に 甥ニのふるさと奈良の

地三帰り 椅別公演を開催.オリジナ''''大ヒット

即断を同日配/t;taちるステージをたっぷ
り橿問II!b'ttifT.

!と 酎 '"月日目舗が午後2時

lところ， ，量"，00年会館ホホール
{入喝桝1SSltl 0.000内 '" 

7.00。同 A席 6.00

0阿，席..000円

7月間断制時から

2・幽. 働 11*11が突しくも民事か忽く錨くギリシ
ヤ問削メディア蜘間三I!!TJM:JI.1iI
~"でσ港'解明砲事をしみじみと."よげる主種歎
猶しく即時隆三餓般の歯蜘酎町酎た

よう写実しい照明辻村ジュヲフ0-'による・幽忽
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!とこるiならIOO!f-会範大ホ ル

'A・科， ""町9.00 0円 SJl7.S00門
AJl6.000同 B席4.00 0円
ンーJ ズ席 1.500円

'"阿倍肝即時から {羅圃.，，.売買鋤1

Iλ..聞，.・F肝， ，ら'00年会館史際文化<，夕 、企らまらセンタ 丙.出健所在邸側婦問肝チケ y トぴ.

(宵06-6363-9999) ローゾ〆チ，ット(曾06-6387-19()O)，竃筒予約は なら2ω年会館チ

ケット向 ローゾ川，ト"t'. ~"' I (畔会鎗の電話予約 li . 1 11附日目 9時から開始
[Jlllt 1倉"'討 会ら間存会館 (三条首前町 ft3~-O 1 0 0) "'. 
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7
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刊
目
録
画
"
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で
す
a

『人酎一人ひと開制Jをテーマに醐奇
書闘会と市問問鍍育訓医温協議会"開告if'V.8ごろ
実に怒っていること 懸っていることを出し翁ヨゆ

で人積ということにコ川て考えまし..5.

に機戦しようー

夏昨日明日った平問につ

いて楽しく学んでみま位ん".契僚に男て触れ

て学びます.そUで平沼胃を遭った当"の緩
衡の ー~耐を瓦作のを岨じて体厳します.

"縫宮績で発綴見学と瓦作り

1・耐}闘会場へ

l研修方議}小グル プによる障しれ4育
1日 時!各会渇止も午後7略、9防

【飢1曾わ曾I，市役所社会保育課ヘー

組ゆ山切1"

I内

【と剖 ""附ω午前何時一午後4時ごろ。
【とこる】 平総省勝資終飽(近鉄西大事駅北口から東へ徒

椴豹'"分。パスの渇合は二条町ト司区)

曹1発錨波渇厄.と泰良時代の"思表iよる瓦作り。
{閣の渇合ほ瓦作りのみ}

【度同】小砂5. 6~-ιgラ疋.と係ø:'f，2S組鈎人

"時期l無料。
I持ち檎】弁当 水筒 タオル柑7・a記周.など
Iその他】 拓れてもよい.. スニ カ <ど予慌の靴で

多箇して〈だきい公共交通院喝毛利期してく

f~ 各い。

【・し込み1往復はがき1:.iH野 規子の氏包 子どものぞF
続名 ?等 保提4骨の年齢 電話.号 7・貧富
E害時河問と.、て 7月泊目まで{市役
所世界遺影室，、、多、場合は備選
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